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【 向日市】  

校務Ｄ Ｘ 計画 

 

１ ． 趣旨 

  向日市では、GIGA ス ク ール構想に基づき 、令和 2 年度から 全ての小中学校で児童生徒

及び教職員に１ 人１ 台端末(タ ブレ ッ ト  Wi-Fi モデル)を配備し 、 大容量の通信ネッ ト ワ

ーク の構築、ク ラ ウ ド サービス の積極的な活用等の ICT 環境の整備をすすめてき ま し た。 

し かし ながら 、 教育現場では業務の複雑化や負担増加と いった課題が依然と し て存在

し ており 、 ICT を活用し た効率的な校務運営が求めら れていま す。  

こ れら の課題を解決する ため、本市では教職員の働き 方改革の一環と し て、校務のデジ

タ ルト ラ ンス フォ ーメ ーショ ン（ DX） を推進し 、 業務の効率化や負担軽減に向けた具体

的な取り 組みを進める こ と と し ま す。  

 

２ ． 向日市における 課題等について 

   「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール構想の下での校務の情報化の在り 方に関する 専門家会議」 の提言

や「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール構想の下での校務Ｄ Ｘ チェ ッ ク リ ス ト 」（ 以下「 校務 DX チェ ッ

ク リ ス ト 」 と いう 。） に基づく 自己点検結果（ 文部科学省 令和５ 年１ １ 月実施） を踏

ま え、向日市における 次の課題を明確にし ま し た。 こ れら の課題解決に向けて、各学校

と 連携を強化し ながら 、 校務Ｄ Ｘ の推進を図る 必要があり ま す。  

 

 （ １ ） Ｇ Ｉ Ｇ Ａ 環境・ 汎用ク ラ ウ ド ツールの一層の活用 

   校務 DX チェ ッ ク リ ス ト の結果によ れば、「 教職員が作成し た教材等をク ラ ウ ド 上で

共有」「 職員会議等の資料をク ラ ウ ド 上で共有」「 教職員への調査・ アンケート 等につい

て、 ク ラ ウ ド サービス を用いて実施・ 集計」 と いった取組は多く の学校で実施さ れてい

ま す。一方で、「 保護者から の問い合わせや連絡等へのク ラ ウ ド 活用」「 保護者と の日程

調整における ク ラ ウ ド 活用」「 ク ラ ウ ド サービ ス 等を 活用し 、 授業中の小テス ト 等に

CBT（ ※1） 導入」 等の保護者や児童生徒を対象と し た利用については、 十分に進んで

いない状況です。 ただし 、保護者と の連絡手段については、お知ら せ等を電子データ で

配信する 保護者用の連絡ツールを導入する など 、 利便性の向上に努めていま す。  

 

 （ ２ ） 今後の校務支援シス テムの在り 方検討 

  現行の校務支援シス テムはネッ ト ワ ーク が分離さ れており 、 校務系データ と 学習系デ

ータ の連携ができ ない課題があり ま す。  

こ の課題を解決する ため、今後は他自治体の事例を参考にし つつ、校務系と 学習系ネッ

ト ワ ーク を統合し たク ラ ウ ド 環境での校務運用を目指し 、教職員が働き やすく 、児童生徒

が学びやすい環境の整備を検討し ていく 必要があり ま す。  

 

３ ． 校務Ｄ Ｘ に向けた取組 

  上記の課題を踏ま え、 校務 DX に向けた取り 組みを以下のと おり 進めま す。  

  （ １ ） 業務を支援する ツールを活用し た効率化の推進 
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   教職員の業務負担を軽減する ため、 教育委員会と 学校間で FAX でのやり と り や不必

要な押印及び不必要な手入力を要する 事務が残っていないか点検し 、 不要なも のにつ

いては取り 扱いを見直し ま す。  

ま た、 コ ミ ュ ニケーショ ンツ ールを活用し た児童生徒と のリ アルタ イ ムでの連絡や

学習状況の把握及び評価の充実を図る と と も に、教職員間の情報共有を促進し 、校務の

効率化をさ ら に推進し ま す。  

 

（ ２ ） 校務系・ 学習系ネッ ト ワ ーク の統合等 

   既存のサーバや校務端末の更新時期を見据え、 校務系ネッ ト ワ ーク と 学習系ネッ ト

ワ ーク への統合を想定し 、 データ 連携やセキュ リ ティ 対策について調査研究を進めま

す。  

 

 

【 注 釈】  

※１  「 Ｃ Ｂ Ｔ 」 と は、「 Ｃ ｏ ｍｐ ｕ ｔ ｅ ｒ  Ｂ ａ ｓ ｅ ｄ  Ｔ ｅ ｓ ｔ ｉ ｎ ｇ （ コ ンピュ ータ

ー ベース ド  テス ティ ング）」 の略称で、コ ンピュ ータ ーを使用し た試験方式のこ と 。

コ ンピ ュ ータ ーのディ ス プレ イ に問題が表示さ れ、 マウ ス やキーボード 等を使って選

択肢を選んだり 、 答えを入力し 解答を行う 。  

 


